
①
小
学
校
見
学
､体
験
研
修
（
6
/
6
校
）

②
保
育
園
･幼
稚
園
見
学
･体
験
研
修

③
小
中
情
報
交
換

出
退
勤
管
理
の
徹
底

IC
T
を
活
用
し
た
出
退
勤
管
理
の
徹
底

前
年
値

小
2
4
.6
％
1
9
.9
％

2
7
.7
％

0
.5
％

0
％

1
6
.7
％

1
9
.3
％

9
.4
％

1
.5
％

0
.5
％

8
.3
％

3
.1
％

中
4
8
.5
％
4
8
.5
％

4
3
.6
％

2
1
.3
％

0
％

4
3
.6
％

4
1
.7
％

2
2
.3
％

4
.8
％

4
.8
％

2
1
.3
％

4
.8
％

小
1
8
.2
7
％
小
1
5
.7
％

中
4
2
％
中
3
5
％

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト

分
析
・
教
育
相
談

分
析
・
教
育
相
談

分
析
・
教
育
相
談

市
全
体
講
習
会
（
道
徳
）

各
校
講
習
会

見
直
し

各
校
講
習
会

見
直
し

Q
U
（
1
回
目
）

分
析
結
果
検
討

Q
U
（
2
回
目
）

分
析
結
果
検
討

訓
練
実
施
（
8
/
9
校
）

訓
練
実
施
（
　
/
9
校
）

訓
練
実
施
（
　
/
9
校
）

1
0
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

平
成
３
０
年
度
教
育
総
務
課
事
業
進
捗
状
況
管
理
表

事
業
名

課
題

目
標

実
施
項
目

進
捗
状
況
・
結
果

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

備
　
考

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
1
月

①
全
小
学
校
で
実
施
（
6
/
6

校
）
。

②
夏
季
休
業
中
に
実
施
予
定
。

2
勤
務
時
間
の

適
正
化

在
校
時
間
が
月

8
0
時
間
を
超
過

し
て
い
る
教
員

の
割
合

小
学
校
1
6
.4
%

中
学
校
3
8
.2
%

【
H
2
9
年
度
実

績
】

在
校
時
間
が
月
8
0
時

間
を
超
過
し
て
い
る
教

員
の
割
合

小
学
校
5
%
以
下

中
学
校
2
0
%
以
下

在
校
時
間
の
適
正
な
管
理

　
・
IC
T
を
活
用
し
た
出
退
勤
管

理
の
徹
底

5
月
在
校
時
間
が
月
8
0
時
間
を

超
過
し
て
い
る
割
合
（
対
前
年

度
）

小
学
校
1
5
.7
％
（
△
4
.2
％
）

中
学
校
3
5
％
（
△
1
3
.5
％
）

出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
6
月
契

約
、
6
/
2
2
学
校
に
向
け
て
操
作

説
明
会
実
施
、
7
/
2
稼
働
。

1
保
幼
小
中
連

携
事
業

保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
・
小
学

校
教
諭
が
相
互

の
現
場
の
実

態
・
様
子
の
把

握
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
。

相
互
の
現
場
の
状
況

と
子
ど
も
の
様
子
を
把

握
す
る
た
め
、

①
小
学
校
見
学
・
体

験
研
修
を
年
1
回
実
施

す
る
。

②
保
育
園
見
学
・
体

験
研
修
を
年
1
回
実
施

す
る
。

③
小
中
情
報
交
換
を

年
1
回
実
施
す
る
。

①
保
育
園
・
幼
稚
園
教
諭
を
対

象
に
小
学
校
見
学
・
体
験
研

修
を
行
う
。

②
小
学
校
教
諭
を
対
象
に
保

育
園
見
学
・
体
験
研
修
を
行

う
。

③
小
中
特
別
支
援
担
当
を
対

象
に
小
６
の
情
報
交
換
の
た

め
の
会
議
を
行
う
。

6
月
に
3
校
が
実
施
。
7
月
に
１
校

実
施
予
定
。

3
児
童
生
徒
支

援
継
続
事
業

子
ど
も
の
変
容

に
対
す
る
気
づ

き
が
不
足

い
じ
め
ゼ
ロ

①
年
3
回
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
、

教
育
相
談
を
実
施
す
る
。

②
普
段
か
ら
児
童
生
徒
の
変

化
を
見
る
目
を
養
う
た
め
、
年
2

回
各
校
研
修
会
を
実
施
す
る
。

③
年
2
回
Ｑ
Ｕ
調
査
を
実
施
す

る
。
　
・
要
支
援
群
３
０
人
を
目
指

す
。

①
全
小
中
学
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
参
考
に
教
育
相
談
を
実

施
し
た
。

②
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
委
員

会
、
生
徒
指
導
委
員
会
で
「
早

期
発
見
・
早
期
対
応
」
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

③
Q
U
（
１
回
目
）
4
月
実
施
1
校
、

5
月
実
施
2
校
、
6
月
実
施
6
校
。

分
析
結
果
検
討
中
。

4
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
の
誤
食

防
止
事
業

教
員
の
連
絡
不

足
に
よ
り
誤
食

が
1
件
発
生
し
た

た
め

ア
レ
ル
ギ
ー
誤
食
ゼ

ロ

学
期
に
1
回
誤
食
防
止
の
た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
訓
練

の
実
施

資料７



10月 12月 1月 2月 3月

平成３０年度教育総務課事業進捗状況管理表

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果
年間スケジュール

備　考
4月 5月 6月 7月 8月 9月 11月

5/31作業部会 作業部会 作業部会（2回～3回)

策定委員会 策定委員会 策定委員会

児童生徒及び保護者ｱﾝｹｰﾄ

大学生等ﾋｱﾘﾝｸﾞ

市民ｱﾝｹｰﾄ ｱﾝｹｰﾄ分析

小学校区別地域懇談会

5/12長小、5/13西小、5/20南小、5/27市小、6/2北小、6/3東小

パブリックコメント

ボランティア団体等との現状把握

学校との意見集約

学校とボランティア団体等との意見交換

地域学校協働活動について先進情報及び研究調査

・6/18～6/22、市内各小学
校を訪問し、ボランティア活
用の現状と課題、要望等を
確認した。

―
教育振興基
本計画の策
定

教育振興に関
する計画がな

い

平成31年3月末まで
に策定完了

①作業部会の開催
②策定委員会の開催
③児童生徒及び保護者ア
ンケートの実施
④大学生等ヒアリングの実
施
⑤市民アンケートの実施
⑥アンケート分析
⑦地域ヒアリングの実施
⑧パブリックコメントの実施

・5/31に作業部会を開催。
体系（案）をもとに、実施事
業を考えるｸﾞﾙｰﾌﾟワークを
実施。
・児童生徒（小学5年生と中
学2年生）及び保護者向けア
ンケートを6/22送付、7/9ま
でに回収
・市民向けアンケート（18歳
以上無作為抽出3,000人）を
7/3発送予定

―
【長期計画】
地域連携事
業

現在、学校行
事及び地域行
事を協働して
行うことが不十
分であった。

H31年度までに地域
協働推進事業本部
の立ち上げ（長小校
区）

①地域コーディネータを配
置し、ボランティア活動の
現状把握をする。

②学校が必要とするボラと
学校支援をしていただける
ボラ団体の調整を行い地
域協働本部を立ち上げる
基礎をつくる。


